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医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
に
お
け
る
処
遇
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書 

 

医
療
の
現
場
に
お
け
る
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
令
和
六
年
四
月
か
ら
新
制
度
が
始
ま
る
一
方
で
、

医
師
と
と
も
に
現
場
を
支
え
る
職
員
の
処
遇
改
善
に
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
り
、
特
に
看
護
補
助
者

の
処
遇
改
善
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
介
護
事
業
所
や
障
害
福
祉
事
業
所
で
は
、
人
材
の
確

保
・
定
着
が
難
し
く
、
運
営
に
支
障
を
き
た
す
事
態
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。 

今
日
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
や
大
手
企
業
を
中
心
と
し
た
基
本
給
の
引
上
げ
な
ど
に
よ
っ
て
賃
上
げ
が
進

む
中
で
、
看
護
補
助
者
や
介
護
職
員
な
ど
の
賃
金
格
差
が
更
に
拡
大
し
て
い
る
。 

ま
た
、
今
年
八
月
に
出
さ
れ
た
人
事
院
勧
告
は
民
間
企
業
の
賃
上
げ
を
受
け
て
プ
ラ
ス
改
定
の
勧
告
と
な

り
、
こ
れ
に
連
動
し
て
私
立
保
育
園
等
の
公
定
価
格
や
児
童
養
護
施
設
の
措
置
費
な
ど
は
今
年
四
月
に
さ
か

の
ぼ
っ
て
増
額
さ
れ
る
一
方
で
、
介
護
報
酬
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
に
は
勧
告
内
容
が
反
映
さ
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。 

介
護
や
障
害
福
祉
を
支
え
る
職
員
は
、
専
門
職
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
賃

金
、
人
手
不
足
に
よ
る
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
け
ば
職
員
の
離
職
に
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
に
陥
り
、
施
設
の
運
営
も
困
難
と
な
り
、
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。 

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
看
護
補
助
者
や
介
護
職
員
等
の
賃
金
水
準
を
確
保
す
る
た
め
の
制
度
改

革
と
同
時
に
、
職
員
の
人
権
を
尊
重
し
生
活
を
保
障
す
る
取
組
を
迅
速
に
推
進
す
る
た
め
、
次
の
措
置
を
講

ず
る
よ
う
強
く
求
め
る
。 

一 

医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
分
野
の
賃
上
げ
に
つ
い
て
、
経
済
対
策
で
の
処
遇
改
善
支
援
事
業
を
早
期
に

実
行
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
、
令
和
六
年
度
の
同
時
改
定
に
お
い
て
は
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
等
を
踏
ま

え
十
分
な
報
酬
の
増
額
と
併
せ
て
処
遇
改
善
等
を
行
う
こ
と
。 

二 

新
型
感
染
症
の
流
行
期
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、
手
当
の
支
給
な

ど
、
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に
お
け
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
に
お
け
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
確
保
事
業
」
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
。 

三 

介
護
や
障
害
福
祉
を
支
え
る
職
員
に
つ
い
て
、
公
営
住
宅
の
空
き
家
の
「
地
域
対
応
活
用
」
を
促
進
す

る
こ
と
。 

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日 
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